
■
春
闘
討
論
集
会
■

２
０
２
４
全
自
交
関
東

地
連
・
東
京
地
連
春
闘
討

論
集
会
は
田
町
交
通
ビ
ル

五
階
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
地
連
・
地
本
か

ら

94
名
が
参
加
し
、
今

春
闘
の
取
組
み
に
際
し
て

の
方
針
を
ま
と
め
、
関
東

地
連
と
し
て
の
統
一
要
求

書
を
賛
成
多
数
で
採
択
し

ま
し
た
。

集
会
の
冒
頭
、
関
東
地

連
水
野
潔
執
行
委
員
長
は

挨
拶
の
中
で
「
多
く
の
地

域
で
運
賃
改
定
が
な
さ
れ
、

み
な
さ
ん
の
収
入
も
増
え
、

生
活
の
方
も
楽
に
な
っ
て

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
し
か
し

い
っ
ぽ
う
で
、
事
業
者
か

ら
の
労
働
分
配
率
変
更
の

申
し
入
れ
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、

「
収
入
が
上
が
っ
て
い
る

こ
と
で
、
新
し
く
乗
務
員

に
な
る
方
た
ち
も
増
え
て

き
て
は
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
賃
金
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
乗
務
員
不
足
は
改
善
さ

れ
ま
せ
ん
。
事
業
者
は
逆

の
こ
と
を
し
て
い
る
」
と

述
べ
、
今
の
乗
務
員
不
足

が
賃
金
の
低
さ
か
ら
き
て

い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

東
京
地
連
の
内
田
亨
執

行
委
員
長
の
挨
拶
で
は
、

「
２
０
２
４
春
闘
の
要
は
、

６
月
に
向
け
て
新
法
を
含

め
た
議
論
し
て
い
く
と
さ

れ
る
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

（
白
タ
ク
）
全
面
解
禁
を

断
固
阻
止
し
て
い
く
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
（
白
タ
ク
）
解
禁
の
脅

威
が
迫
る
中
、
供
給
不
足

の
解
消
に
つ
い
て
、
早
急

に
社
会
や
行
政
に
働
き
か

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
賃
金
・
労
働
条

件
の
大
幅
な
改
善
で
、
早

急
な
乗
務
員
不
足
の
解
消

が
絶
対
に
必
要
に
な
り
ま

す
」
さ
ら
に
「
今
、
多
く

の
産
業
が
人
手
不
足
に
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
他
産
業
と
比
べ
て
も

魅
力
的
な
賃
金
・
労
働
条

件
を
実
現
し
な
け
れ
ば
、

新
し
い
仲
間
は
増
え
ま
せ

ん
。
今
が
天
下
分
け
目
の

天
王
山
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
経
営
者
に
自
覚
さ
せ
、

思
い
切
っ
た
賃
金
・
労
働

条
件
の
改
善
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
て
ら
れ
て

い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
は
全
自
交
労
連
第

１
０
２
回
中
央
委
員
会
で

の
決
定
に
基
づ
き
、
２
月

29
日
ま
で
に
各
単
組
で

要
求
書
を
提
出
し
、
３
月

29
日
を
回
答
指
定
日
と

し
て
２
０
２
４
春
闘
に
突

入
し
ま
す
。
要
求
項
目
と

し
て
は
賃
金
体
系
に
関
わ

ら
ず
、
組
合
員
一
人
当
た

り
月
額
原
資
１
０
，
０
０

０
円
、
運
賃
改
定
に
よ
る

増
収
分
と
物
価
高
騰
に
対

し
て
、
適
切
に
賃
金
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
第
１
回
中
央
委
員
会
■

東
京
地
連
で
は
、
春
闘

討
論
集
会
終
了
後
に
同
所

に
て
第
１
回
中
央
委
員
会

を
開
催
し
、
東
京
地
連
の

２
０
２
４
春
闘
方
針
を
ま

と
め
ま
し
た
。

２
０
２
４
春
闘
は
、

『
公
共
交
通
労
働
者
に
ふ

さ
わ
し
い
賃
金
・
労
働
条

件
の
確
立
』
、
『
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
（
白
タ
ク
）
阻
止

の
運
動
』
、
『
東
京
地
域

の
交
通
政
策
・
制
度
の
実

現
』
を
結
び
付
け
て
、
運

動
を
進
め
る
重
要
な
春
闘

と
な
り
ま
す
。
特
に
東
京

は
政
治
・
経
済
の
中
心
で

あ
り
、
東
京
地
連
は
東
京

と
全
国
の
運
動
を
切
り
開

く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

内
田
亨
執
行
委
員
長
は

挨
拶
の
中
で
、
「
コ
ロ
ナ

禍
で
低
下
し
た
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
を
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
ハ
イ
タ
ク
労

働
者
の
未
来
へ
の
責
任
を
、

今
の
わ
た
し
た
ち
が
果
た

す
た
め
の
春
闘
に
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

本
田
明
広
書
記
長
よ
り

提
起
さ
れ
た
２
０
２
４
春

闘
方
針
案
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
次
の
通
り
で
す
。

公
共
交
通
労
働
者
に
ふ

さ
わ
し
い
賃
金
・
労
働
条

件
の
確
立

①
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ハ
イ
タ

ク
乗
務
員
の
賃
金
・
労
働

条
件
は
著
し
く
低
下
し
て

も
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
地
域
公
共
交

通
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
に
見
合
っ
た

対
価
も
な
い
状
況
を
踏
ま

え
、
公
共
交
通
労
働
者
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
を
要
求

し
ま
す
。

②
東
京
都
特
別
区
・
武
三

地
区
・
三
多
摩
交
通
圏
で

運
賃
改
定
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
運
賃
改
定
に
よ
る

増
収
分
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
疲

弊
し
た
私
た
ち
乗
務
員
の

待
遇
改
善
に
充
て
る
と
と

も
に
乗
務
員
不
足
の
解
消

を
要
求
し
ま
す
。

③
本
来
、
労
働
者
の
待
遇

改
善
に
充
て
る
べ
き
運
賃

改
定
を
、
一
部
の
事
業
者

は
団
体
交
渉
で
の
賃
金
交

渉
も
せ
ず
一
方
的
に
就
業

規
則
を
変
更
し
賃
下
げ
を

強
行
し
ま
し
た
。
一
方
的

不
利
益
変
更
は
許
さ
ず
、

差
額
賃
金
を
取
り
戻
す
運

動
を
し
ま
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
白
タ

ク
）
阻
止
の
運
動

タ
ク
シ
ー
不
足
解
消
の

た
め
、
東
京
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
協
会
が
打
ち
出

し
た
「
既
存
の
タ
ク
シ
ー

供
給
力
の
最
大
化
」
「
日

本
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
導

入
を
注
視
し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
（
白
タ
ク
）
新
法
の
議

論
を
阻
止
し
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
掲
げ

る
制
度
・
政
策
要
求
を
理

解
、
協
力
す
る
各
級
議
員

を
支
持
し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
（
白
タ
ク
合
法
化
）
を

推
進
す
る
政
党
や
政
策
を

排
除
す
る
運
動
を
し
ま
す
。

東
京
地
域
の
交
通
政
策
・

制
度
の
実
現

連
合
東
京
・
東
京
交
運

労
協
等
、
あ
ら
ゆ
る
組
織

や
政
策
協
定
を
交
わ
し
て

い
る
議
員
と
の
連
携
を
維

持
強
化
し
、
東
京
地
域
の

制
度
・
政
策
要
求
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
白
タ

ク
）
阻
止
の
運
動
を
中
心

に
、
運
賃
増
収
分
と
物
価

高
騰
に
よ
る
実
質
賃
金
の

マ
イ
ナ
ス
分
を
上
回
る
賃

金
を
要
求
し
、
働
く
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
ハ
イ
タ

ク
業
界
を
実
現
し
て
、
乗

務
員
不
足
の
解
消
に
繋
げ

る
春
闘
に
し
ま
し
ょ
う
。
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第一回中央委員会で力強い団結ガンバロー

賃金･労働条件の改善で
ライドシェア合法化を阻止

全
自
交
関
東
地
連
・
東
京
地
連
は
２
月
15
日
、
港
区
芝
浦
の
田
町
交
通
ビ
ル
に
於
い

て
、
２
０
２
４
全
自
交
関
東
地
連
・
東
京
地
連
春
闘
討
論
集
会
を
東
京
地
連
第
１
回
中

央
委
員
会
と
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
春
闘
で
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
絶
対
阻
止
と
、

わ
れ
わ
れ
が
長
年
に
わ
た
り
築
い
て
き
た
、
安
全
・
安
心
な
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

存
亡
が
掛
か
っ
た
状
況
の
中
、
あ
ら
た
な
労
働
力
の
確
保
の
た
め
に
も
魅
力
的
な
賃
金

労
働
条
件
を
勝
ち
取
る
大
事
な
春
闘
と
な
り
ま
す
。

2024春闘方針案を提起する本田明広書記長

全自交東京地連２０２４春闘始まる



東
京
交
運
労
協
は
、
２

月
19
日
に
港
区
の
田
町

交
通
ビ
ル
で
２
０
２
４
春

季
生
活
闘
争
決
起
集
会
を

行
い
ま
し
た
。
集
会
で
は

バ
ス
、
ハ
イ
タ
ク
、
物
流
、

鉄
軌
道
、
航
空
観
光
の
各

部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
春
闘
情

勢
報
告
と
決
意
表
明
を
行

い
、
ハ
イ
タ
ク
部
会
か
ら

は
、
全
自
交
東
京
地
連
書

記
次
長
の
奥
村
公
章
幹
事

が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し

た
。
冒
頭
、
「
危
険
な
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
を
許
さ
ず
安

全
な
公
共
交
通
を
守
る
た

め
の
請
願
」
署
名
へ
の
協

力
に
対
す
る
謝
意
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
続
く
決
意

表
明
で
は
、
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
導
入
は
低
所
得
化
を

加
速
化
さ
せ
、
公
共
交
通

の
担
い
手
不
足
を
深
刻
化

さ
せ
ま
す
。
地
域
住
民
の

移
動
の
権
利
を
守
っ
て
き

た
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
待

遇
改
善
こ
そ
政
策
の
最
優

先
課
題
で
あ
る
」
さ
ら
に

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
無
秩

序
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
れ
ば
、
路
線
バ
ス
、
鉄

道
を
含
め
た
地
域
公
共
交

通
に
大
き
な
混
乱
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
道
路
運

送
法
の
関
係
法
令
を
遵
守

し
、
安
全
・
安
心
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
タ

ク
シ
ー
事
業
の
根
幹
を
揺

る
が
し
か
ね
ま
せ
ん
」
と

述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止
・
物

価
上
昇
分
を
超
え
る
賃
上

げ
を
勝
ち
取
る
た
め
、
最

後
ま
で
闘
い
抜
く
と
力
強

く
述
べ
、
ハ
イ
タ
ク
部
会

と
し
て
の
決
意
表
明
と
し

ま
し
た
。

ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
２
月
８
日
に
「
危
険

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
許
さ

ず

安
全
な
公
共
交
通
を

守
る
請
願
」
署
名
の
提
出

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
全

国
よ
り
過
去
最
多
の
22

万
９
１
７
筆
が
寄
せ
ら
れ
、

タ
ク
シ
ー
議
連
所
属
の
国

会
議
員
を
通
じ
て
衆
参
両

議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

東
京
地
連
へ
も
我
々
の
主

張
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い

た
２
万
７
８
７
２
筆
も
の

署
名
が
、
各
友
好
組
織
よ

り
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

飛
鳥
交
通
フ
ァ
ミ
リ
ー

労
働
組
合
（
林
徹
委
員
長
）

組
合
員
45
名
は
、
一
年

間
準
備
を
し
、
１
月
22

日
、
東
京
地
裁
に
対
し
未

払
い
賃
金
請
求
事
件
と
し

て
、
飛
鳥
交
通
第
６
株
式

会
社
を
提
訴
し
ま
し
た
。

東
京
特
別
区
・
武
三
地

区
は
、
一
昨
年
11
月
14

日
に
14
．
24
％
超
の
運

賃
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

会
社
側
は
、
０
．
９
５
８

５
を
営
業
収
入
に
乗
じ
賃

金
を
計
算
す
る
旨
、
掲
示

板
に
掲
載
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
賃
金
協
定
書
に
捺

印
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま

し
た
。
組
合
は
、
東
京
地

連
に
相
談
し
、
地
連
か
ら

協
定
書
に
は
絶
対
調
印
し

な
い
よ
う
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
２
０
２
３
年
３
月
、

５
月
に
２
度
の
団
体
交
渉

を
行
い
ま
し
た
が
決
裂
し
、

会
社
側
は
、
就
業
規
則
の

賃
金
規
則
を
改
定
す
る
事

と
意
見
書
を
提
出
す
る
よ

う
求
め
て
き
ま
し
た
。
組

合
は
、
「
賃
金
交
渉
は
、

団
体
交
渉
継
続
中
に
つ
き
、

一
方
的
な
賃
金
変
更
は
認

め
な
い
」
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
５
月
の
第
２

回
の
団
体
交
渉
で
も
、
会

社
側
は
従
前
の
主
張
を
繰

り
返
す
の
み
で
あ
り
ま
し

た
。
結
局
、
会
社
側
は
書

面
で
の
回
答
を
拒
否
し
、

実
質
的
な
説
明
も
一
切
し

な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
、

組
合
は
２
０
２
３
年
６
月

２
日
、
東
京
都
労
働
委
員

会
に
不
誠
実
団
交
で
あ
る

と
し
て
不
当
労
働
行
為
救

済
の
申
立
て
を
し
、
現
在

も
係
属
中
で
す
。

本
裁
判
で
は
、
判
決
及

び
仮
執
行
宣
言
も
求
め
て

お
り
、
会
社
側
に
よ
る
合

理
性
・
必
要
性
・
相
当
性

が
証
明
さ
れ
な
い
ま
ま
の

一
方
的
な
賃
金
引
き
下
げ

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
わ

れ
わ
れ
は
、
全
自
交
労
連

に
結
集
す
る
仲
間
と
共
に

最
後
ま
で
闘
い
抜
き
ま
す
。

第
１
回
口
頭
弁
論
は
３

月
22
日
、
東
京
地
方
裁

判
所
民
事
部
４
０
８
号
法

廷
で
行
わ
れ
ま
す
。
東
京

地
連
の
ご
支
援
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

飛
鳥
交
通
フ
ァ
ミ
リ
ー

労
働
組
合
、
執
行
委
員
長

林
徹
。

東
京
地
連
連
絡
委
員
会

は
２
月
26
日
～
27
日
、

山
梨
県
の
石
和
び
ゅ
ー
ほ

て
る
に
於
い
て
、
２
０
２

４
年
全
自
交
東
京
地
連
連

絡
委
員
会
学
習
会
が
、
各

単
組
よ
り
38
名
の
方
が

参
加
し
、
２
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
お
二
人
の

講
師
を
招
き
、
前
半
は
大

和
自
動
車
交
通
の
小
宮
秀

元
氏
よ
る
『
タ
ク
シ
ー
の

安
全
運
行
な
ど
に
つ
い
て
』
、

後
半
は
全
自
交
労
連
の
本

田
有
書
記
次
長
よ
る
『
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
の
危
険

性
』
及
び
『
全
国
の
ハ
イ

タ
ク
情
勢
』
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
午
前
９
時
よ

り
「
２
０
２
４
春
闘
、
各

単
組
の
取
組
み
及
び
課
題
」

と
題
し
討
議
が
行
わ
れ
、

質
疑
応
答
の
時
間
で
は
参

加
者
よ
り
意
見
が
相
次
ぎ
、

今
春
闘
お
よ
び
間
近
に
迫
っ

た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
脅
威

に
対
し
、
熱
意
を
帯
び
た

２
日
間
の
学
習
会
と
な
り

ま
し
た
。
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東
京
交
運
労
協

２
０
２
４
春
闘
決
起
集
会

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止

物
価
上
昇
分
を
超
え
る
賃
上
げ
を

「
危
険
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
許
さ
ず

安
全
な
公
共
交
通
を
守
る
請
願
」

東
京
地
連
へ
は
２
万
７
８
７
２
筆
が
寄
せ
ら
れ
る

タク議連辻本会長に請願を手渡す全自交労連溝上泰央執行委員長

ライドシェア阻止・賃上げ実現に向けて執行部による団結ガンバロー

東
京
地
連

連
絡
委
員
会
学
習
会

安全運航に関する講演を真剣に聞き入る参加者

たくさんのご協力ありがとうございました

飛
鳥
交
通
フ
ァ
ミ
リ
ー
労
組
賃
金
等
請
求
事
件

「一
方
的
な
賃
下
げ
の
不
利
益
変
更
は
認
め
な
い
」


